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第３章 計画の基本的な考え方 
 

１ 基本理念 

 

助け合い見守りで 安心して住み続けられるまち つべつ 

― 誰もが楽しく健やかに― 

 

 地域の人が手を取り合い、楽しく笑いながら住み慣れた地域で安心して住み続けら

れる町を目指します。 

 

２ 基本的な目標 

（１）豊かな人と心づくり 

  津別町総合計画では、今以上に「津別で暮らしたい」「津別は魅力にあふれてい

る」と実感できるまちづくりを目指します、と記載されています。 

少子高齢化が進んでいますが、「地域の力」を高めるためには、町民みんなが、常

に生きることの喜びと感謝の気持ちに満ち、明るく、前向きにたくましく生きよう

という豊かな心を持つことです。 

 「豊かな心」は、自分を大事にすると同時に他人を思いやる心でもあります。ル

ールやマナーを守り、社会に貢献する力にもなります。 

 互いに地域社会において活動し、助け合い、楽しく笑いながら暮らしていく、心

づくり、人づくりを進めていきます。 

 

（２）支え合いの仕組みづくり 

  昭和 40 年代頃には、隣近所の方がこどもを預かり、面倒をみたり、お互いを支

え合う「地域」がありました。それがいつのころか、隣とは挨拶だけの関係になっ

てきている現状があります。こどもから高齢者まで地域で暮らしていくためには、

隣近所で支え合う仕組みを再構築することが必要になってきています。 

 

（３）安心の暮らしづくり 

 町民アンケートや自治会座談会では、住み慣れた地域で暮らしていきたいという

方が多く、そのための仕組みづくりが必要になります。医療の確保、高齢者・障が

い者の地域生活支援等、地域の医療・福祉の体制づくりの取組を強化するとともに、

安心してこどもを生み、育て、暮らしていくことができる環境づくりを進めます。  
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子育て 

・あんしん生活サポートセンター 
・虐待防止・対応 ・支援会議 

・個人情報・広報・緊急通報 

・命のバトン 

３ 取組の体系 
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豊かな人と心

づくり 

支え合いの 

しくみづくり 

づくり 

安心の 

くらしづくり 

人権を擁護
する啓発 

福祉に携わ

る人材育成 

住民参加 

世代間交流 

生活支援 

サービス 

就労支援 

総合相談 

権利擁護 

交通 

生活環境 

健康・介護予防 

・ボランティアセンター運営 ・生活サ

ポーター養成 ・介護予防いきいきポ

イント ・福祉人材確保体験セミナー 

・家族の会・小地域ネットワーク・

サロン活動・いきいき百歳体操 

・認知症カフェ・身近な福祉相談所

「ぽっと」 

・地域座談会 ・まちなかサロン・あいさつ運動 

福祉教育 ・ノーマライゼーションの取組 

・子育て支援センター・発達支援・

相談支援 ・一時預かり・こども家

庭センター 

・移送サービス・安否確認・給食サ

ービス・生活支援サポートセンター

事業 

＜基本理念＞ ＜基本目標＞ 

・ひきこもり対策・障がい者の参

加 ・中間就労「社協あぐり」 

＜施策の展開＞ 

・コミュニティバス ・地域交通 

・除雪 ・ごみの分別やゴミ出し  

・心配事・自殺相談 ・ぽっと 

・サポートセンター・ネットワーク 

・ケアラー・ヤングケアラー 

会議 

情報整備 

要配慮者支援 

・あんしん生活サポートセンター 

・成年後見制度利用促進 

・台帳・避難訓練・災害ボランティア 

・地域医療・介護予防教室・検診 

予防接種・サロン活動・健康教室 
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